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短 期 経 理
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欠損金

介 護 積 立 金

807,371,140

807,371,140

831,321,802

193,058,681

57,263,153

0

1,024,380,483

短 期 経 理

貸 借 対 照 表

資 産 合 計

短期繰越欠損金

23,950,662

未 払 金普 通 預 金 377,626,745

前 受 収 益定 期 預 金 597,000,000

456,913

円 円 円

1,024,380,483 流動負債

未 収 収 益 1,738

支払基金委託金 支 払 準 備 金

固定負債

借 方

135,795,528

剰余金(欠損金）

23,493,749

欠損金補てん
積 立 金

利益剰余金 193,058,681

負 債 合 計

円

貸 方

0

金 額 金 額

円円

0

純資産合計

負 債 ・ 純 資 産 合 計

193,058,681

流動資産

49,752,000

未 収 金

1,024,380,483

令和5年3月31日現在
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自
至

前年度繰越
支払準備金

807,371,140

損 失

短 期 負 担 金

5,923,091

調 整 負 担 金

10,092,177,366

短 期 掛 金

次 年 度 繰 越
支 払 準 備 金

特別損失

前期損益修正損

当期介護利益金

当期利益金

11,150,065,653 11,150,065,653合 計

災害給付交付金

446,807,766

合 計

令和5年3月31日

698,576,060

3,030,977

連合会拠 出金

業務経理へ繰入

0

32,420,875

連合会返 還金

円円

令和4年4月1日

10,092,177,366

保 健 給 付

経常費用 10,432,365,595

繰入金

次年度繰越
支払準備金

32,420,875

短期利息及び
短 期 配 当 金

11,795

807,371,140

0

育児・介護休業
手当金交付金

512,771,901

0

0

高額医療交付金

特別調整交付金

4,555,701

補 助 金 1,003,000

44,321,517

217,577,115

173,255,598

前 年 度 繰 越
支 払 準 備 金

519,157

1,536介 護 利 息

0

519,157

調 整 交 付 金

9,729,233,834

175,510,000

連 合 会 払 込 金 119,012,079

764,127介護任意継続掛金
還 付 金

一部負担金払戻金 61,685,100

短期任意継続掛金
還 付 金

病床転換支援金

1,013,587,298介 護 納 付 金

5,462

後期高齢者支援金 1,976,523,240

退職者給付拠出金 0

1,172,555,565

災 害 給 付 0

附 加 給 付

前期高齢者納付金

26,041,022

円円

4,669,041,849

休 業 給 付 600,230,767

事業費用

当期短期利益金

利 益

円

金 額

介 護 負 担 金 522,816,851

介 護 掛 金

短期任意継続掛金

経常収益

金 額

事業収益

4,292,476,198

補助金等収入

介護任意継続掛金

円

雑 収 入

525,692,401

9,291,159

事業外収益

717,700,058

賠 償 金

短 期 経 理

損 益 計 算 書

4,297,802,695

10,162,154

77,252,558

前期損益修正益

特別利益

4,542,370

0

717,700,058
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引当金等の計上基準

(1)支払準備金

(2)欠損金補てん積立金

重 要 な 会 計 方 針

　施行規程第87条の規定に基づき、将来の欠損金の補てんに充てるため、当該事業年度以前3事業年度
における短期給付の平均請求額の10/100に相当する金額を計上している。

　地方公務員等共済組合法施行規程（昭和37年総理府・文部省・自治省令第1号。以下「施行規程」
という。）第83条の規定に基づき、毎事業年度における短期給付の請求額の総額の2/12に相当する
金額を計上している。

短 期 経 理
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